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Foundations of Finance Seriesは 1965年から刊行され， 数々の注目すべき















の兆は， それがもっとも顕著な米国についてみれば， 恐らくは 1940年代にみ
られへ 1955年以降とくに資本予算管理 capitalbudgetingの問題を契機とし
1) E. SolomoD， Fo酬 dati開 s01 Pin醐 ceSeries， Editor's Note， 1965 
2) たとえば一般的テキストとし1著名なR.W. ]ohnsonのFina叫 eManagem開 t;J. F， Weston 
らの共著 Manag帥 alFi-nance; P. Huntらの共薯BasicB叫叩essFina旬"などが 1966年に改
版し口、る。
























M. Upton)による簡単な報告が， J. F誌第4巻 3号に掲載されている九
3) Pcarson Hunt “Financial Policy of Corporations". Quarterly JOUf岨 l01 Ec問。附叫
L VIII， Feb. 1943. pp. 303-313 
4) E. Solomon， The Theol'y 01 Pinanc:ial Manageme叫， 1963， pp. 5-6 
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間報告によると，経営財務に対する「運転資本アプローチ」“ TheWorking 








的視点、としては. I外部者」的観点 μoutside:rs"point Gf viewよりも，経営
内部の財務活動と内部者的見地が強調せられたのが印象的である。
2 米国金融学会ニュ ヨーク大会
グりーヴヲ Yド会議での論点は， さらに発展的に翌年の年次総会 (1949年 12
月初日，ニューヨ ク)において. I経営財務の教材と方法」“ Materials and Me-
thods of Teaching Business Finance >， とし、う一般的テーマのもと1ごとりあ
げられた。その際におけるハーレィ (DonaldM. Halley)，カノレキYズ (Francis









5) R. MiIIer Upton， .CunfoIeIIce Ull the T曲 du時 of:dUSl即日目nance"，The ].ω 畑 alザ
Finan'ce， Vol. IV， No. 3， Sep. 1949， p.243 










ものとして，次の 3点を指摘した・に それは， (1) 従来にもまして，管蝿的7
フローチと社会的アプローチとを調和せしめる必要があること。 (2) 経営の内









y の主宰によって果されるのである'~この結果は，ドーテン (CadA. Dau白 n)，.
サガン(JohnSagan)， ウエストン(J.Fred Weston) らによる論文と， アルス
デノレ (PaulM. van A四品1)~ハワード (Rion B. Howard)およびウ tリ7 人ズ
(Wil1iams)による討論の結果と共に， I経営財務理論を求めて」 “Toward a 
Theory of Business Finance" としづ標題で，J. F誌に掲載された問。 そこ
7) M刊h"rlJp拘 n，"Materials and Methods of Teaching Busine田 Financing:A Synthesis" ~ 
The Jou州 alofF，四四ce，Vol. V， N 0 3， 5ep. 1950， p.290 
8) lnid 





最初はドーテYの「経営財務論の必須内容」 “The Necessary Ingredients 
-of a Theory of Bu日間同 Final1ce" と題する paperである。 彼は，財務実
践の実証的研究による成果を整理して，次の如く経営財務機能を分類した叫0



















10) Tke Journalザ Fi1個別沼.Vo1. X. No. 2. May 1955. pp. 107-151 
11) Ibid.， p. ]13 
12) lbid.. pp. 113-119 
13) lbid.， p. 120 
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次の paperは，サガンによる「運転資金管理の理論を求めて」“ Towarda 











最後の paperは， ウエストソの「財務政策の諸盟論を求めて」 “Toward 
Theories of Financial Policy"である。デトロイト大会における統一論題は






務論の展開のさ中に，同じくウェ月ト γによって I財務の範囲と方法JThe 
Scope側 dMethodology 01 Fi棚叫e'めと題する誠に問題を含んだいわば経営
財務本質論が刊行されるに至ったが，まことに故あるかなと思わしめるのであ
14) Ibid.， p. 122 
15) Ibia.， pp. 128-129 
16) lbid.， p. 149 
17) Ibid.， pp. 145-146 
日 J.Fred Weston， The Sc中e醐 dMethodology 01 Fi剛山e，1966， Prentice~Hall Foun-
dations oI Finance SerLes 
96 (484) 第 100告第5号










を展開する。 およそ理論の特徴は，純粋科掌 apure SClenCeであるか政策科






" hypothesis "とは，未だ検証されざる命題であり I理論J，.， theo庁"I原





たとえば，債務利用 tradingon the equityの考え方を例にとヲて論証してし、
るo また，懐疑論者が問題とするような実務上の多様な解決可能性の存在は，
本質的には，意志決定環境におけ G不確定性に帰因するものである。もしその
19) The ]ournal o[ Fl抑制問 VoLXp No-. 2， M可 1955，pp. 130~132ι 

























20) Ibid.， pp. 141-V:l2 
:1.1) Ibid.， pp. 142-143 
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こ主にする問。
さきのデトロイト大会におけるウエスト Yの問題提起から，新著の発刊まで



















22) E. Solomon，ザ c~t. Gordon Donaldson， "Financial Goals; Management vs. Stock~ 
holders"， Ha即 anlBus~n(Jss R6~ 叫. May-June 1963， pp. 116-129; J. F. Yleston， The Scope. 
op. cit なお Solomon~ごついては， 拙稿，経営財務論とその基礎構造をめぞる一考察， r彦根
論叢」第10C号!昭和38年11月。
23) H. A. Si皿 on，Administrat切 eBehavi町 2nd ed.， 1959，口三
24) Weston， Thd Scote， op. cit.， Preface IX 
25) H. Koontz (ed.)， Toward a U削戸edTheory 01 Manageme叫， 1964;山本安次郎!アメリカ経
首学の方法的反省と桂蛍本質論 H，t， r経揖論叢」第94者第4号， 昭和:'I!1年10月白錦町巷第
2号，昭和40年2月。
26) 山本安次郎「桂営学本質論J昭和田年， 181へ ジ。
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経営財務論の本質論的研究ともいうべきウェ見ト γの新著は，それ故にまさに






ウエスト Yは，この問題を大きく 3つの側面から考察する 3つの側面とは，
(1) 財務機能の範囲 thescope of the finance function， (2) 経営財務主題の
志向性 orientationof the business finance subject matter， (3) 財務意志決
定の目標と考え方 goalsand concep枯 of:tinancial decision makingとである。
(1)の財務職能の範囲は， (a) 理論対政策， (防経済学的対専門職業的内容，













27) Weston， The Scザe，op. cit.， Ch. 1， pp. 1-20 
28) I仇d.，pp. 2-5 
29) [.ωd.， pp. 5-13 


























31) L. E. Pettlt， The Importance of Investor Relations，in Jerome W. Blood (ed.)， Investor 
Relatu:r;包s:The Compa泌yand Its 0叫 4e1'S，1963， pp. 11-19 
.32) J. Fred Weston， "Finance Fu】Ilction"，The ]oU'Ynal 0/ Finance， Vol. IX， No. 3， Sep 
1954， pp. 265-282 
経営財務論の動向とその基礎構造をめぐる 考察 (489) 101 
こそが，最も重要な任務であると一般的には認識されていることが判明した問。
かくてウエスト Yは，結局，財務機能はこの珂者を包含すべきであることを確





















33) M. D. Ketchum“Looking Around"， Ha刊肝dBusiness Review. XXXIV， No， 1， Jan 
Feb. 1956， p. 132 
34) The Journai of Fi畑 nce.Vol. V，. No. :;， Sep. HI5U， p， 273 
35) 36) W回 ton，The Scope， op cit.， p.12 
37) Ibid.. pp. 13-20 
38) 拙稿，経営目的論をめぐる一考察， r茸根論叢」第111号，昭和4r年 5月。
39) The Journat of Fina.明e.Vol. X， No. 4， May 1955， p.145 








nagernent of fund fiows)と資本管理 (manageme叫 ofcap出 1)の2つを，一般
的管理機能としては， 情報管理 (managementof information flows) と計画お
















40) Weston， Tj加 Scote，op. Git.， p.87 fI 
41) Ibid.， pp. 21一四











科学としての認識目的と方法についてのウ z スト yの所論は，次の 2点、壱中
心として要約されよう。 1Iま，企業の経済理論 theeconomic theory of the 
晶rmと企業の行動理論 thebehavioral theory of the firm c!:の対比であり少
2は実践理論科学性の問題である。









発見をまつ一つの秩序が存在するとL、うニュート y的概念に由来する o したが
って，この世の諸事象は，そこにひそむ秩序の構造を知ることによって，予測
42) Ibid.， pp. 21 ~22 
43) Ibid.. p. 23 
44) Ibid.， pp. 31-3B 



























45) Ibid.， pp_ 31-38 
経営財務論の動向とその基礎構造をめぐる一考察 (493) 105 
るものである。それはまた経営経済学から経営学への転回でありペ 財務論に























46) 山本安次郎，組織理論の展開と経営学への動向ー サイアー トー マ チの所論を中心にー ， rゼ
ジネス レピュ」第15巻第1号，昭和42年。
47) Franco Modlghani and Merton H. Miller， "The Cost of Capital， Corporation Fin~，n c.p.， 
and the Theory of Investments"， The American E.回以~miG Review， June 1958， pp. 261-296 
48) Weston， The Scope， ot. cit.， pp. 13-15 

























49) H. A. Simon， ot. cil.， Appendix， p.2;J8笠
50) SolomoD， op. cit.;前掲拙稿.r彦根論叢J第100号。
51) そのー 聞としては， Richard M. Cyert and Jarn.es G. March， A Behavio向 lTheo叩 01the 
F州 n，1963 なおモデル化については.Sta:fIord Beer， Decis岬制dControl. The Meaning 0/ 
01'叫ti帥 alRe刷叫 ω"dM削培州四tCybernet悶 1966に注目したU、。

























52) たkえ(;!， S. Friedland. The Economics 01 Cortc叫 teFin耐 ce，1966; S. H. Archer and 


















































可能にする経営財務論の基礎構造 theoreticalfro.mework は何か。 これこそ
が，本質論的研究を通過した現時点において，経営財務論研究者に課せられた
最大の課題であるとし、いうるであろう 5)0 
53) Weston， The Scote. ot cit. p. 56 
54) J. Fred Weston (ed.)， Fu凶 tcialMi印 ttgement明 the1960s.-New Challenges脚 dRes-
P叩 sibilities.Readi1'tg f:γ'om Fort1抑 e.1961' 
55) 筆者はその努力の一端を， 1966年10月， 日本経営学会館40回大会において. r長野経営財務申
基本問題」として報告した.日本睦営学会第40回大会報告要旨 45-46ベ-;;/Q 
